
（2）第628号 （第３種郵便物認可） 令和４年３月１５日道 路 ニ ュ ー ス （ ４年３月号）令和

16
㎞

【
開
通
に
よ
る
整
備
効
果
】

◇
道
南
地
域
の
観
光
活
性
化
を

支
援

　

道
南
地
域
は
、
北
海
道
新
幹

線
、
函
館
港
（
ク
ル
ー
ズ
船
岸

壁
）
の
整
備
に
よ
り
、
近
年
、

観
光
入
込
客
数
、
訪
日
外
国
人

宿
泊
客
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
。

　

木
古
内
町
を
は
じ
め
と
す
る

周
辺
地
域
で
は
、
道
南
西
部
９

町
を
巡
る
観
光
モ
デ
ル
ル
ー
ト

の
紹
介
な
ど
、
周
遊
観
光
活
性

化
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て

い
る
。

　

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
昨
年

度
開
通
し
た
函
館
新
外
環
状
道

路
と
一
体
と
な
り
、
函
館
空
港

か
ら
主
要
観
光
地
ま
で
の
ア
ク

セ
ス
強
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
大
き
く
落
ち
込
ん
だ

道
南
地
域
に
お
け
る
観
光
活
性

化
を
支
援
す
る
。

◇
速
達
性
・
安
定
性
向
上
に
よ

る
救
急
搬
送
の
支
援

　

道
南
地
域
の
三
次
医
療
施
設

カ
バ
ー
面
積
は
全
国
平
均
の
約

５
倍
と
広
大
で
、
渡
島
西
部
・

が
、
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

で
あ
る
た
め
、
そ
の
役
割
や
重

要
性
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
推
進
標
語
の

募
集
を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割

や
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

《
募
集
テ
ー
マ
》

　

道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経

済
の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ

な
た
の
財
産
で
す
。
み
ん
な
が

道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、

常
に
広
く
、
美
し
く
、
安
全

に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
、
次

世
代
に
受
け
継
い
で
い
き
ま
し

ょ
う
。

《
応
募
資
格
》

　

小
学
生
以
上

《
応
募
期
間
》

　

令
和
４
年
３
月
25
日
（
金
）

ま
で
（
当
日
必
着
）

　

国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

て
き
た
、
函
館
・
江
差
自
動
車

道　

茂
辺
地
木
古
内
道
路
（
北

斗
茂
辺
地
Ｉ
Ｃ
～
木
古
内
Ｉ

Ｃ
）
が
令
和
４
年
３
月
26
日

（
土
）
に
開
通
す
る
。

【
開
通
予
定
日
】

令
和
４
年
３
月
26
日
（
土
）
15

時【
開
通
区
間
】

函
館
・
江
差
自
動
車
道　

茂
辺

地
木
古
内
道
路
（
北
斗
茂
辺
地

Ｉ
Ｃ
～
木
古
内
Ｉ
Ｃ
）
／
延
長

函館・江差自動車道　茂辺地木古内道路
北斗茂辺地IC～木古内IC

～観光活性化・輸送効率化などを支援～

令和4年3月26日（土）15時　開通予定

檜
山
南
部
か
ら
函
館
市
へ
の
救

急
搬
送
件
数
は
毎
年
６
百
件
程

度
あ
る
。

　

天
候
不
良
や
夜
間
な
ど
に
よ

る
冬
期
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
未

出
動
割
合
は
、
夏
期
の
約
２
倍

で
あ
り
、
急
カ
ー
ブ
に
よ
り
事

故
リ
ス
ク
が
高
い
国
道
２
２
８

号
で
の
搬
送
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。

　

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
急
カ

ー
ブ
区
間
の
回
避
や
速
達
性
の

向
上
を
図
り
、
函
館
市
内
の
高

次
医
療
施
設
ま
で
安
定
し
た
救

急
搬
送
を
支
援
す
る
。

◇
農
水
産
品
の
輸
送
効
率
化
を

支
援

　

道
内
シ
ェ
ア
の
約
７
割
、
町

内
農
産
品
取
扱
金
額
の
約
７
割

を
占
め
る
知
内
町
の
ニ
ラ
は
、

函
館
空
港
・
函
館
港
を
経
由
し

て
道
外
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
、

近
年
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の

増
設
、
出
荷
施
設
の
ラ
イ
ン
追

加
に
よ
り
、
生
産
量
増
加
に
力

を
入
れ
て
い
る
。

　

道
路
内
シ
ェ
ア
の
約
８
割
を

占
め
る
道
南
地
域
の
マ
グ
ロ

は
、
約
４
割
が
函
館
港
か
ら
東

京
に
出
荷
さ
れ
て
お
り
、
豊
洲

３駅が登録され、全国で1,194駅に！
都道府県 駅名 設置箇所 路線名 整備手法 オープン予定

新潟県 あがの 新潟県阿賀野市窪川原553番2 一般国道49号 一体 令和4年度

広島県 西条　のん太の酒蔵
広島県東広島市西条町寺家

10020番地43
一般国道2号 一体 令和4年度

佐賀県 うれしの　まるく
佐賀県嬉野市嬉野町大字下宿甲

4370番地2
一般国道34号 一体 令和4年度

(注）道の駅の整備手法には、道路管理者と市町村長等で整備する「一体型」と市町村で全て整備を行う「単独型」の2種類あり、 上表「整備

手法」欄では、「単独」「一体」と記載している。

市
場
で
も
身
焼
け

が
少
な
い
と
高
評

価
を
得
て
い
る
。

　

今
回
の
整
備
に

よ
り
、
道
南
地
域

に
お
け
る
主
要
な

農
産
品
や
水
産
品

で
あ
る
ニ
ラ
や
マ

グ
ロ
な
ど
の
輸
送

時
間
の
短
縮
、
冬

期
の
安
定
輸
送
な

ど
広
域
物
流
の

効
率
化
を
支
援
す

る
。

◇
緊
急
時
の
避
難

・
救
援
ル
ー
ト
の

形
成

　

茂
辺
地
木
古
内

道
路
に
並
行
す
る

区
間
に
は
、
津
波

浸
水
想
定
区
域
が

存
在
し
て
お
り
、

東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
発
生
時
に

は
、
国
道
２
２
８

号
の
北
斗
市
～
知
内
町
間
で
約

28
時
間
の
通
行
止
め
が
発
生
し

た
。

　

開
通
済
み
区
間
で
あ
る
北
斗

追
分
Ｉ
Ｃ
～
北
斗
富
川
Ｉ
Ｃ
間

令
和
４
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語
募
集

靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心

の
確
保
の
た
め
高
速
道
路
等
の

整
備
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
財
政
投
融
資
を
活
用
し
、

４
車
線
化
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
た
。

　

今
回
、
来
年
度
に
新
た
に
着

手
す
る
４
車
線
化
の
候
補
箇
所

と
し
て
災
害
、
渋
滞
、
事
故
発

生
箇
所
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
、
計
７
箇
所
約
43
㎞
を
選
定

　

国
土
交
通
省
は
、
高
速
道
路

の
暫
定
２
車
線
区
間
に
つ
い

て
、
令
和
元
年
９
月
に
課
題
の

大
き
い
区
間
を
優
先
整
備
区
間

（
約
８
８
０
㎞
）
と
し
て
選
定

し
、
４
車
線
化
を
順
次
事
業
化

し
て
い
る
。

　

昨
年
11
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開

拓
の
た
め
の
経
済
対
策
」
に
基

づ
き
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強

事業区間名 延長 事業費 都道府県

道東自動車道 トマムIC～十勝清水IC 約5.9km 280億円 北海道

常磐自動車道 広野IC～ならはSIC 約5.6km 310億円 福島県

東海北陸自動車道 福光IC～南砺SIC 約4.6km 80億円 富山県

舞鶴若狭自動車道 小浜西IC～小浜IC 約7.6km 610億円 福井県

米子自動車道 溝口IC～米子IC 約4.8km 170億円 鳥取県

浜田自動車道 大朝IC～旭IC 約11.2km 750億円
島根県 
広島県

東九州自動車道 津久見IC～佐伯IC 約3.3km 370億円 大分県

合計 約43km 2,570億円

し
た
。

　

今
後
、
予
算
成
立
後
の
事
業

許
可
に
向
け
て
、
必
要
な
手
続

き
を
行
っ
て
い
く
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
残
る
優
先
整
備
区
間

に
つ
い
て
も
、
財
源
の
確
保
状

況
等
を
踏
ま
え
、
順
次
整
備
を

進
め
る
と
し
て
い
る
。

《
応
募
部
門
・
賞
》

〔
小
学
生
の
部
〕

　

最
優
秀
賞
１
作
品

　

優
秀
賞
２
作
品

〔
中
学
生
の
部
〕

　

最
優
秀
賞
１
作
品

　

優
秀
賞
２
作
品

〔
一
般
の
部
（
高
校
生
以

上
）
〕

　

最
優
秀
賞
１
作
品

　

優
秀
賞
２
作
品

《
応
募
方
法
》

　

電
子
メ
ー
ル
又
は
は
が
き

（
１
人
２
作
品
ま
で
応
募
可

能
）

《
入
選
作
品
》

に
は
８
箇
所
の
緊
急
避
難
施
設

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
津
波
浸

水
時
に
お
け
る
地
域
住
民
の
避

難
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
津
波

浸
水
想
定
区
域
を
回
避
す
る
避

難
及
び
救
援
物
資
輸
送
ル
ー
ト

を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
緊
急

時
に
お
け
る
避
難
場
所
を
提
供

す
る
。

　

入
選
作
品
は
決
定
次

第
、
本
人
に
直
接
通
知

す
る
と
と
も
に
、
国
土

交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
発
表
し
、
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
の
推

進
に
幅
広
く
活
用
さ
れ

る
。

《
表
彰
》

　

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
期
間
中
に
国
土
交

通
省
か
ら
賞
状
及
び
楯

を
贈
呈
す
る
。

《
主
催
》

　

国
土
交
通
省

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
８

月
を
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

と
し
て
、
道
路
の
愛
護
活
動
や

道
路
の
正
し
い
利
用
の
啓
発
等

各
種
活
動
を
特
に
推
進
し
て
い

る
が
、
こ
の
一
環
と
し
て
、
令

和
４
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」
推
進
標
語
を
広
く
一
般
か

ら
募
集
し
て
い
る
。

　

道
路
は
、
国
民
の
日
常
生
活

や
経
済
活
動
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
公
共
施
設
だ

高
速
道
路
の
暫
定
２
車
線
区
間
の
４
車
線
化

「
道
の
駅
」
第
56
回
登
録

詳細は　https://www.mlit.go.jp/road/road_fr4_000109.html

　

国
土
交
通
省
が
整
備
を
進
め

て
き
た
、
国
道
42
号 

田
辺
西

バ
イ
パ
ス
（
田
辺
市
芳
養
町
清

地
路
～
同
町
大
屋
）
が
令
和
４

年
３
月
20
日
（
日
）
に
開
通
す

る
。

　

こ
の
区
間
の
開
通
に
よ
り
、

田
辺
西
バ
イ
パ
ス
は
全
線
開
通

す
る
こ
と
に
な
る
。

【
開
通
予
定
日
】

令
和
４
年
３
月
20
日
（
日
）
15

時【
開
通
区
間
】

国
道
42
号 

田
辺
西
バ
イ
パ
ス

（
田
辺
市
芳
養
町
清
地
路
～
同

町
大
屋
）
／
延
長
１
・
６
㎞

【
開
通
に
よ
る
整
備
効
果
】

◇
交
通
混
雑
の
緩
和

　

田
辺
西
バ
イ
パ
ス
に
並
行
す

る
国
道
42
号
（
現
道
）
で
は
明

洋
交
差
点
に
お
い
て
交
通
混
雑

が
発
生
し
て
い
た
が
、
平
成
26

年
３
月
、
田
辺
西
バ
イ
パ
ス
の

部
分
開
通
に
よ
り
交
通
混
雑
が

緩
和
し
た
。

　

交
通
混
雑
が
残
る
国
道
42
号

芳
養
松
原
交
差
点
に
お
い
て
、

今
回
の
全
線
開
通
に
よ
り
交
通

混
雑
の
緩
和
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
地
域
住
民
の
利
便
性
向
上

　

田
辺
西
バ
イ
パ
ス
の
部
分
開

通
に
よ
り
、
み
な
べ
町
か
ら
地

域
最
大
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間

が
短
縮
し
た
。
今
回
の
全
線
開

通
に
よ
り
、
み
な
べ
町
民
の
更

な
る
利
便
性
向
上
が
期
待
さ
れ

る
。

◇
交
通
安
全
の
確
保

　

国
道
42
号
の
現
道
で
は
、
田

辺
西
バ
イ
パ
ス
の
部
分
開
通
前

の
死
傷
事
故
率
は
１
１
２
件
／

億
台
キ
ロ
で
あ
っ
た
が
、
部
分

開
通
後
に
は
41
件
／
億
台
キ
ロ

に
ま
で
低
下
し
た
。

　

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
更
な

る
交
通
死
傷
事
故
率
の
低
下
が

期
待
さ
れ
る
。

◇
災
害
時
の
交
通
確
保

国道42号　田辺西バイパス
田辺市芳養町清地路～同町大屋

～交通混雑の緩和、地域住民の利便性向上などに寄与～

令和4年3月20日（日）15時　開通予定

　

田
辺
西
バ
イ
パ

ス
と
並
行
す
る
国

道
42
号
（
５
・
６

㎞
）
に
つ
い
て
、

東
南
海
・
南
海
地

震
時
に
予
想
さ
れ

る
津
波
浸
水
被
害

予
測
延
長
は
約
４

㎞
（
約
７
割
が
被

災
）
で
あ
る
。

　

東
南
海
・
南
海

地
震
時
の
津
波
に

よ
り
、
国
道
42
号

が
浸
水
し
た
際
に

は
、
田
辺
西
バ
イ

パ
ス
が
迂
回
路
お

よ
び
避
難
路
と
し

て
機
能
す
る
こ
と

で
、
物
流
や
市
民

生
活
の
機
能
確
保

が
期
待
さ
れ
る
。


